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一
八
九
五
年
二
月
、
李
朝
政
府
は
ひ

と
つ
の
公
文
書
を
出
し
た
が
、
そ
れ
は

「
安
逸
を
貪
ら
ず
筋
肉
と
骨
格
を
丈
夫

に
し
、
以
っ
て
壮
健
無
病
の
喜
び
を
享

受
す
べ
し
」
と
い
う
内
容
で
、
教
育
に

新
式
体
操
科
目
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

ク
ー
ベ
ル
タ
ン
の
提
唱
で
ギ
リ
シ
ア

の
ア
テ
ネ
で
第
一
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大

会
が
開
催
さ
れ
る
の
は
一
八
九
六
年
で

あ
っ
た
。
間
も
な
く
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か
れ
る
世
界
の
時
流
か
ら
は
あ
ま
り

に
も
か
け
離
れ
て
い
る
感
も
あ
る
が
、

朝
鮮
に
お
け
る
近
代
ス
ポ
ー
ツ
は
こ
こ

か
ら
始
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

●
受
難
の
ス
ポ
ー
ツ

　

朝
鮮
に
お
け
る
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
歩

み
は
植
民
地
時
代
と
解
放
以
後
の
時
期

に
大
別
で
き
る
。
植
民
地
時
代
の
朝
鮮

の
ス
ポ
ー
ツ
は
一
言
で
受
難
の
時
期
に

あ
っ
た
。

　

一
九
一
〇
年
の
「
韓
日
合
併
」
に

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

望
ま
れ
る
朝
・
日
ス
ポ
ー
ツ
交
流

白 

宗
元

❖特集❖

途上国・新興国のスポーツ

よ
っ
て
、
朝
鮮
は
日
本
の
完
全
な
植
民

地
と
な
り
朝
鮮
総
督
府
は
「
武
断
政

治
」
を
行
っ
た
。
日
本
人
教
員
が
サ
ー

ベ
ル
を
さ
げ
軍
服
姿
で
授
業
を
し
た
の

は
こ
の
時
期
で
あ
る
が
、
学
校
で
は
徒

手
体
操
と
野
球
し
か
許
さ
ず
財
政
難
を

理
由
に
運
動
会
は
禁
止
さ
れ
た
。

　

朝
鮮
の
民
衆
が
独
立
を
要
求
し
て
全

国
的
に
立
ち
上
が
っ
て
闘
っ
た
一
九
一

九
年
の
「
三
・
一
運
動
」
後
、
総
督
府

は
「
武
断
政
治
」
を
一
部
緩
め
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
に
関
し
て
も

統
制
が
緩
和
さ
れ
、
一
九
二
〇
年
代
に

入
る
と
朝
鮮
体
育
会
が
初
め
て
結
成
さ

れ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
協
会
、
ボ
ク
シ
ン
グ

協
会
、野
球
審
判
協
会
、朝
鮮
相
撲
協
会
、

蹴
球
審
判
協
会
な
ど
が
後
に
続
い
た
。

　

学
校
中
心
で
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
は
次

第
に
社
会
的
に
普
及
し
て
い
っ
た
。
な

か
で
も
サ
ッ
カ
ー
は
早
く
か
ら
青
年
や

市
民
の
人
気
を
集
め
た
が
、
こ
の
当
時

ひ
と
つ
の
驚
く
べ
き
こ
と
が
お
こ
っ
た
。

一
九
二
九
年
九
月
に
日
本
代
表
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
と
延
禧
専
門
学
校
（
現
在

の
延
世
大
学
）
の
対
戦
が
行
わ
れ
た
。

日
本
代
表
は
上
海
で
開
催
さ
れ
た
第
八

回
極
東
選
手
権
大
会
に
参
加
し
準
優
勝

し
た
帰
途
で
の
競
技
で
あ
っ
た
が
、
日

本
代
表
チ
ー
ム
が
四
対
〇
の
大
差
で
敗

れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
契
機
に
朝
鮮
の
サ
ッ
カ
ー
熱

は
高
ま
り
、
最
初
の
都
市
対
抗
戦
で
あ

る
京
平
戦
（
ソ
ウ
ル
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
）

が
実
現
し
て
全
国
的
に
人
気
が
沸
騰
し

た
。
し
か
し
満
州
事
変
の
勃
発
し
た
一

九
三
〇
年
代
以
降
ス
ポ
ー
ツ
の
軍
事
化

と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
締
め
つ

け
が
再
び
始
ま
っ
た
。
ま
ず
朝
鮮
の
ス

ポ
ー
ツ
を
代
表
す
る
朝
鮮
体
育
会
が
一

九
三
八
年
に
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
続
い

て
九
〇
余
の
朝
鮮
人
ス
ポ
ー
ツ
団
体
も

す
べ
て
総
督
府
の
統
制
下
に
統
合
さ
れ
、

伝
統
の
中
等
学
校
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦

は
一
九
四
一
年
か
ら
開
催
で
き
な
く

な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ス
ポ
ー

ツ
受
難
の
時
期
に
も
一
九
三
六
年
の
第

一
一
回
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

マ
ラ
ソ
ン
で
孫
基
禎
選
手
は
二
時
間
二

九
分
一
九
秒
二
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
新
記

録
で
優
勝
し
、
三
位
も
南
昇
竜
選
手
が

占
め
る
快
挙
を
な
し
と
げ
た
。

●
チ
ュ
チ
ェ
の
ス
ポ
ー
ツ

　

植
民
地
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
た
一
九

四
五
年
八
月
当
時
、
朝
鮮
の
ス
ポ
ー
ツ

事
情
は
困
難
を
極
め
て
い
た
。
運
動
場

は
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
に
し
か
な
か
っ
た
。
ス

ポ
ー
ツ
器
具
を
製
造
す
る
工
場
も
、
ス

ポ
ー
ツ
指
導
者
を
養
成
す
る
教
育
機
関

も
な
か
っ
た
。
一
九
四
五
年
一
一
月
一

日
に
北
朝
鮮
体
育
同
盟
（
四
八
年
に
中

央
体
育
指
導
委
員
会
に
改
編
）
が
結
成

さ
れ
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
六
日
、
初

め
て
開
か
れ
た
体
育
人
大
会
で
金
日
成

将
軍
は
「
体
育
を
大
衆
化
す
る
た
め

に
」
と
い
う
重
要
な
演
説
を
行
っ
た
。

一
部
の
選
手
、
少
数
の
人
々
や
商
業
化

の
た
め
で
は
な
く
、
体
育
を
大
衆
化
、

日
常
化
し
、
広
く
大
衆
の
な
か
に
普
及

し
て
こ
そ
人
々
の
健
康
を
増
進
さ
せ
、

新
し
い
国
造
り
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
た
。
金
日
成

将
軍
の
演
説
は
、
新
生
朝
鮮
の
ス
ポ
ー

ツ
が
と
る
べ
き
基
本
的
な
進
路
を
示
す

も
の
で
あ
っ
た
。

　

体
育
選
手
の
養
成
に
関
し
て
は
、
一

九
四
六
年
一
〇
月
に
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
高
等
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師
範
学
校
（
後
の
教
員
大
学
）
に
体
育

科
が
設
け
ら
れ
、
一
九
四
八
年
に
は
新

義
州
教
員
大
学
と
海
州
教
員
大
学
に
も

体
育
科
が
設
置
さ
れ
て
体
育
指
導
教
員

の
養
成
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
一
九

五
〇
年
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
は
、
解

放
後
よ
う
や
く
発
展
し
は
じ
め
た
朝
鮮

の
ス
ポ
ー
ツ
を
根
底
か
ら
破
壊
し
た
。

戦
争
が
終
わ
っ
た
時
、
全
国
土
が
廃
墟

と
化
し
た
朝
鮮
で
、
ス
ポ
ー
ツ
は
そ
れ

こ
そ
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
当
時
、
ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
で
は
「
朝
鮮
人
の
体
格
で
は

西
洋
人
に
と
う
て
い
勝
て
な
い
」
と
か

「
先
進
国
の
ス
ポ
ー
ツ
技
術
は
高
く
わ

れ
わ
れ
は
劣
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
風

潮
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
朝
鮮
の
具
体

的
な
実
情
や
条
件
を
か
え
り
み
ず
、
無

批
判
的
に
先
進
国
ス
ポ
ー
ツ
の
模
倣
を

す
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
た
。

　

朝
鮮
戦
争
後
、
経
済
の
復
興
に
並
行

し
て
、
体
育
施
設
も
新
設
さ
れ
、
大
衆

体
育
の
普
及
、
体
育
選
手
の
育
成
が
進

め
ら
れ
た
。
そ
れ
と
と
と
も
に
、
朝
鮮

人
の
身
体
的
条
件
や
機
能
な
ど
が
細
密

に
分
析
さ
れ
て
朝
鮮
人
の
特
性
と
実
情

に
適
し
た
チ
ュ
チ
ェ
（
主
体
）
の
ス

ポ
ー
ツ
が
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
九

五
四
年
春
に
は
戦
後
初
の
中
央
体
育
大

会
が
開
か
れ
た
。
六
月
に
内
閣
直
属
の

体
育
指
導
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
一
九

五
五
年
に
は
各
職
場
、
学
校
、
都
市
、

農
村
で
体
育
団
が
組
織
さ
れ
た
。
一
九

五
八
年
に
各
地
に
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
学

校
が
設
置
さ
れ
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
師
範
大

学
体
育
学
部
と
新
義
州
教
員
大
学
体
育

学
科
を
統
合
し
て
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
体
育
大

学
（
後
に
、
朝
鮮
体
育
大
学
に
改
称
）

が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
五
九
年
に
は
、

各
道
に
短
期
体
育
幹
部
養
成
所
が
設
け

ら
れ
る
と
と
も
に
、
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
に
体

育
科
学
研
究
所
と
中
央
体
育
医
療
所
が

設
置
さ
れ
、
国
家
総
合
体
育
団
が
発
足

し
た
。

●
世
界
の
舞
台
で
活
躍

　

ス
ポ
ー
ツ
は
本
来
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
な
も
の
で
、
平
和
な
環
境
の
な
か

で
こ
そ
発
展
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
朝
鮮
を
と
り
ま
く
情
勢
は
厳
し
く
、

世
界
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
、
国
際
ス

ポ
ー
ツ
機
構
加
盟
な
ど
の
活
動
が
始
ま

る
の
は
一
九
五
〇
年
代
の
後
半
か
ら
で

あ
る
。
最
初
の
国
際
機
構
加
盟
は
一
九

五
六
年
の
国
際
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
へ

の
加
盟
で
あ
る
が
、
六
〇
年
代
末
ま
で

に
は
主
要
な
国
際
機
構
の
ほ
と
ん
ど
に

加
盟
し
た
。
こ
の
時
期
は
ま
た
、
朝
鮮

の
ス
ポ
ー
ツ
が
国
際
舞
台
で
花
開
く
時

代
で
も
あ
っ
た
。

　

一
九
六
三
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

ジ
ャ
カ
ル
タ
で
開
か
れ
た
第
一
回
新
興

国
競
技
大
会
（
ガ
ネ
フ
ォ
）
に
参
加
し

た
朝
鮮
選
手
団
は
マ
ラ
ソ
ン
、
ボ
ク
シ

ン
グ
な
ど
で
八
つ
の
金
メ
ダ
ル
と
一
四

三
の
メ
ダ
ル
を
大
量
に
か
ち
と
っ
た
。

な
か
で
も
、
二
五
歳
の
辛シ
ン
ク
ム
タ
ン

金
丹
選
手
は

女
子
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
競
走
で
五
一
秒

四
を
、
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
は
史
上
初

め
て
二
分
台
を
切
る
一
分
五
二
秒
一
の

驚
く
べ
き
世
界
新
記
録
を
た
て
、
新
興

国
朝
鮮
の
ス
ポ
ー
ツ
の
力
を
示
し
た
。

　

辛
金
丹
選
手
は
も
と
も
と
煕
川
工
作

機
械
工
場
で
働
く
旋
盤
工
で
あ
っ
た
。

陸
上
競
技
で
の
才
能
が
認
め
ら
れ
、
一

九
五
八
年
に
は
陸
上
選
手
と
な
り
、
後

に
は
、
体
育
家
と
し
て
最
高
の
称
号
で

あ
る
「
人
民
体
育
人
」
を
授
与
さ
れ
て

い
る
。

　

一
九
六
四
年
一
月
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
開
か
れ
た
第
九

回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に
初
参
加

し
た
二
二
歳
の
韓ハ
ン
ビ
ル
フ
ァ

弼
花
選
手
が
三
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
ス
ピ
ー
ド
で
銀
メ
ダ
ル
を

取
っ
た
が
、
こ
れ
ま
た
ア
ジ
ア
の
女
性

と
し
て
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。

　

韓
弼
花
選
手
は
、
高
等
中
学
校
卒
業

後
、
牡
丹
峰
体
育
選
手
団
（
後
、
ピ
ョ

ン
ヤ
ン
市
体
育
選
手
団
）
の
選
手
と
な

り
、
朝
鮮
体
育
大
学
を
経
て
、
ピ
ョ
ン

ヤ
ン
市
体
育
選
手
団
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー

ト
監
督
と
な
っ
た
。
後
、
体
育
技
術
連

盟
の
副
委
員
長
、
最
高
人
民
会
議
代
議

員
（
国
会
議
員
）
に
も
な
っ
た
。

　

卓
球
も
確
実
に
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

に
達
し
た
。
一
九
七
五
年
に
イ
ン
ド
の

カ
ル
カ
ッ
タ
（
現
コ
ル
カ
タ
）
で
開
か

れ
た
第
三
三
回
世
界
卓
球
選
手
権
大
会

に
出
場
し
た
一
八
歳
の
朴パ
ク
ヨ
ン
ス
ン

英
順
選
手
は

旧
ソ
連
、
中
国
の
並
み
い
る
強
者
を
退

け
て
女
子
シ
ン
グ
ル
で
優
勝
し
、
前
例

の
な
い
「
世
界
卓
球
女
王
」
の
称
号
と

王
冠
を
送
ら
れ
た
。
朴
英
順
選
手
は
一

九
七
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
バ
ー
ミ
ン
ガ

ム
で
開
か
れ
た
第
三
四
回
の
同
大
会
で

も
女
王
の
座
を
ひ
き
続
き
確
保
し
た
。

　

国
際
ス
ポ
ー
ツ
で
立
派
な
成
果
を
あ

げ
て
い
る
朝
鮮
が
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
正
式
メ
ン
バ
ー

に
な
る
の
は
一
九
六
三
年
で
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
大
会
に
初
め
て
選
手
団
を
送
っ

た
の
は
一
九
七
二
年
の
第
二
〇
回
ミ
ュ

ン
ヘ
ン
大
会
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
大
会

で
朝
鮮
は
ラ
イ
フ
ル
射
撃
で
世
界
新
記

録
を
た
て
金
メ
ダ
ル
に
輝
い
た
。
さ
ら

に
ボ
ク
シ
ン
グ
、
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
で
銀
、
柔
道
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
で
そ
れ
ぞ
れ
銅
メ
ダ
ル
を
と
り
、
予

想
を
超
え
る
成
果
を
あ
げ
た
。
一
九
九

二
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開

か
れ
た
第
二
五
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会

に
は
一
一
種
目
の
競
技
に
一
〇
四
名
の

選
手
団
が
参
加
し
た
。
私
も
朝
鮮
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
の
副
委
員
長
と
し
て
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選
手
村
入
り
し
た
が
、
朝
鮮
選
手
団
の

活
躍
は
世
界
の
注
目
を
引
い
た
。

　

一
度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
な
い

と
世
界
の
レ
ベ
ル
か
ら
五
、
六
年
は
お

く
れ
る
と
い
わ
れ
る
が
、
一
二
年
ぶ
り

に
参
加
し
た
朝
鮮
は
機
械
体
操
の
鞍
馬

で
金
メ
ダ
ル
、
レ
ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ス

タ
イ
ル
、
ボ
ク
シ
ン
グ
で
、
計
四
個
の

金
メ
ダ
ル
を
取
り
、
朝
鮮
の
底
力
を
世

界
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

朝
鮮
が
世
界
の
ス
ポ
ー
ツ
舞
台
で
収

め
た
数
々
の
成
果
の
な
か
で
も
、
一
九

六
六
年
の
ロ
ン
ド
ン
第
八
回
世
界
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
大
会
（
現
在
の
Ｆ
Ｉ
Ｆ
Ａ

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
）
に
お
け
る
目
覚
し

い
活
躍
と
一
九
九
一
年
の
日
本
で
開
か

れ
た
世
界
卓
球
選
手
権
大
会
に
統
一

チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
女
子
団
体
戦
で

優
勝
し
た
栄
光
は
朝
鮮
ス
ポ
ー
ツ
の
歴

史
に
特
筆
さ
れ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

世
界
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
に
参
加

す
る
た
め
ロ
ン
ド
ン
空
港
に
降
り
立
っ

た
朝
鮮
チ
ー
ム
に
対
す
る
評
価
は
極
め

て
低
か
っ
た
。
初
参
加
し
た
体
格
の
小

さ
な
ア
ジ
ア
の
こ
の
チ
ー
ム
が
間
も
な

く
世
界
を
驚
嘆
さ
せ
、
サ
ッ
カ
ー
史
上

に
一
大
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
巻
き
起
こ

す
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
誰
も
想
像
で
き

な
か
っ
た
。

　

南
米
の
強
豪
チ
リ
と
引
き
分
け
て
決

勝
リ
ー
グ
に
進
ん
だ
朝
鮮
チ
ー
ム
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
サ
ッ
カ
ー
の
名
門
、
優
勝

候
補
と
目
さ
れ
た
イ
タ
リ
ア
と
対
戦
し

た
。
全
員
攻
撃
、
全
員
防
御
の
果
敢
な

ス
ピ
ー
ド
攻
撃
を
く
り
ひ
ろ
げ
、
イ
タ

リ
ア
が
絶
対
の
自
信
を
も
っ
て
い
た

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
デ
フ
ェ
ン
ス
」
を

突
破
し
た
朝
鮮
チ
ー
ム
は
一
対
〇
で

勝
っ
た
。
朝
鮮
は
ア
ジ
ア
で
初
め
て
世

界
サ
ッ
カ
ー
八
強
入
り
の
快
挙
を
な
し

と
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

千
葉
県
幕
張
で
開
か
れ
た
第
四
一
回

世
界
卓
球
選
手
権
大
会
は
、
四
六
年
間

の
分
断
の
歴
史
で
初
め
て
「
統
一
コ
リ

ア
」
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
た
記
念
す

べ
き
場
と
な
っ
た
。

　

私
た
ち
体
育
関
係
者
や
在
日
朝
鮮
人

は
、
統
一
チ
ー
ム
の
結
成
を
喜
ぶ
一
方

で
不
安
も
大
き
か
っ
た
。「
練
習
方
法

や
生
活
も
違
う
南
北
チ
ー
ム
が
う
ま
く

溶
け
合
い
、
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
だ
ろ

う
か
…
…
。」
し
か
し
そ
れ
は
と
り
こ

し
苦
労
だ
っ
た
。
私
は
時
々
練
習
を
覗

い
た
が
、
統
一
チ
ー
ム
の
和
気
藹
々
と

し
た
雰
囲
気
は
自
信
に
満
ち
た
頼
も
し

い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

決
勝
の
相
手
と
な
っ
た
中
国
女
子

チ
ー
ム
は
、
一
六
年
間
、
不
敗
を
誇
っ

て
き
た
「
世
界
卓
球
の
女
王
」
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
決
勝
を
き
め
る
シ
ン
グ
ル
戦

に
は
北
の
兪
順
福
選
手
が
出
場
し
た
。

白
熱
し
た
試
合
は
つ
い
に
二
〇
対
一
九

の
接
戦
と
な
り
後
一
点
を
残
す
の
み
と

な
っ
た
。
満
場
注
視
の
な
か
で
中
国
選

手
の
打
ち
こ
ん
だ
最
後
の
一
球
は
台
を

大
き
く
外
れ
た
。
統
一
チ
ー
ム
が
つ
い

に
世
界
最
強
の
中
国
チ
ー
ム
を
制
し
た
。

会
場
に
「
マ
ン
セ
」（
万
歳
）
の
大
歓

声
が
起
こ
り
、
応
援
の
統
一
旗
は
激
し

く
波
打
っ
た
。
こ
の
歴
史
的
な
南
北
ス

ポ
ー
ツ
の
統
一
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
シ

ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
お
け
る
感
動

的
な
南
北
合
同
の
開
会
入
場
行
進
に
受

け
継
が
れ
て
い
っ
た
。

　

朝
鮮
は
一
九
九
五
年
以
降
未
曾
有
の

大
水
害
と
日
照
り
が
続
き
、
筆
舌
に
尽

く
し
が
た
い
食
糧
難
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
難

に
み
ま
わ
れ
た
「
苦
難
の
行
軍
」
の
時

代
に
入
っ
た
。
そ
の
な
か
で
ス
ポ
ー
ツ

は
朝
鮮
の
民
衆
に
希
望
を
与
え
た
。
一

九
九
六
年
の
ア
メ
リ
カ
・
ア
ト
ラ
ン
タ

で
の
第
二
六
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
で

は
、
女
子
柔
道
四
八
キ
ロ
級
で
一
六
歳

の
ケ
・
ス
ン
ヒ
選
手
が
世
界
の
強
豪
を

次
々
に
倒
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
最
後

に
、
金
メ
ダ
ル
が
間
違
い
な
い
と
い
わ

れ
て
い
た
日
本
の
選
手
に
勝
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
は
、
南
北
の
朝
鮮
人
が

歓
喜
し
た
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
柔
道

界
が
驚
愕
し
た
。
一
九
九
九
年
の
ス
ペ

イ
ン
・
セ
ビ
リ
ア
で
の
第
七
回
世
界
陸

上
競
技
選
手
権
大
会
で
の
女
子
マ
ラ
ソ

ン
で
、
二
五
歳
の
チ
ョ
ン
・
ソ
ン
オ
ク

選
手
が
金
メ
ダ
ル
を
勝
ち
取
っ
た
と
き

も
同
様
で
あ
る
。

　

ケ
・
ス
ン
ヒ
選
手
は
課
外
体
育
学
校

（
旧
・
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
学
校
）
で
選

手
と
な
り
、
国
家
体
育
委
員
会
青
少
年

総
合
訓
練
所
で
訓
練
を
積
ん
だ
。
朝
鮮

体
育
大
学
を
経
て
牡
丹
峰
体
育
団
の
柔

道
監
督
に
な
っ
て
い
る
。
牡
丹
峰
体
育

団
か
ら
は
二
〇
一
二
年
の
ロ
ン
ド
ン
・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
柔
道
五
二
キ
ロ
級

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
ア
ン
・
ク
メ
が
出
て

い
る
。
チ
ョ
ン
・
ソ
ン
オ
ク
選
手
は
海

州
市
体
育
学
院
の
出
身
で
一
九
九
二
年

か
ら
人
民
保
安
省
（
警
察
に
相
当
）
の

鴨
緑
江
体
育
選
手
団
に
所
属
し
て
い
る
。

●
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

　

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
の
金
日
成
競
技
場

（
旧
・
牡
丹
峰
競
技
場
）
は
収
容
能
力

が
一
〇
万
人
、
ギ
ネ
ス
ブ
ッ
ク
の
記
録

に
も
登
録
さ
れ
た
華
麗
な
マ
ス
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
る
こ
と
で
世
界
的
に
有
名
で

あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
に
大
改
装
を
終
え
た

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
体
育
館
は
、
一
九
七
九
年

に
第
三
七
回
世
界
卓
球
選
手
権
大
会
が

開
か
れ
て
日
本
選
手
団
も
参
加
し
て
い

る
の
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
二
万

席
の
屋
内
競
技
場
で
は
一
八
種
目
の
国

際
競
技
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

最
大
の
施
設
は
五
月
一
日
競
技
場
で
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あ
る
。
大
同
江
中
州
の
風
光
明
媚
な
綾

羅
島
に
あ
る
一
五
万
人
収
容
の
こ
の
競

技
場
に
は
プ
ー
ル
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
室
、

報
道
Ｉ
Ｔ
関
係
な
ど
の
諸
施
設
と
と
も

に
各
種
目
の
練
習
場
が
完
備
さ
れ
て
い

る
。
巨
大
な
競
技
場
の
入
退
場
や
交
通

整
理
の
円
滑
を
図
る
た
め
、
対
岸
の
山

腹
に
ト
ン
ネ
ル
が
つ
く
ら
れ
、
六
車
線

の
橋
が
か
け
ら
れ
た
。
二
〇
一
三
年
か

ら
二
〇
一
四
年
に
か
け
て
改
装
工
事
が

行
わ
れ
た
。

　

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
の
中
心
部
か
ら
少
し
離

れ
た
丘
陵
地
帯
に
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ

基
地
と
し
て
青
年
通
り
体
育
村
が
あ
る
。

こ
こ
は
一
九
八
八
年
に
建
設
さ
れ
た
。

総
敷
地
面
積
一
七
五
万
平
方
メ
ー
ト
ル

で
後
楽
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
一
三
〇
余
個

分
に
あ
た
る
が
、
こ
こ
に
は
水
泳
、
卓

球
な
ど
一
〇
の
専
門
的
な
屋
内
競
技
場

と
野
外
競
技
場
、
選
手
宿
泊
用
の
ホ
テ

ル
が
集
中
し
て
い
る
。

●
朝
・
日
ス
ポ
ー
ツ
交
流
と
求
め

ら
れ
る
平
和
な
環
境

　

一
九
九
一
の
南
北
統
一
チ
ー
ム
の
日

本
入
国
を
実
現
す
る
う
え
で
世
界
卓
球

連
盟
の
荻
村
伊
智
朗
会
長
の
尽
力
は
大

き
か
っ
た
。
荻
村
会
長
は
何
度
も
南
北

を
往
復
し
、
統
一
チ
ー
ム
の
来
日
後
も

宿
所
や
練
習
場
ま
で
細
心
に
配
慮
し
た
。

統
一
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
と
き
、
本
来

な
ら
ば
金
メ
ダ
ル
は
選
手
と
監
督
だ
け

に
与
え
る
の
で
あ
る
が
、
国
際
卓
球
連

盟
は
統
一
チ
ー
ム
の
栄
誉
を
た
た
え
て

北
と
南
の
コ
ー
チ
に
も
金
メ
ダ
ル
を
授

与
す
る
特
例
の
処
置
を
と
っ
た
。

　

こ
の
一
九
九
〇
年
代
は
朝
鮮
と
日
本

と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
非
常
に
盛
ん
に

行
わ
れ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
ボ
ー
ト
、

カ
ヌ
ー
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
、
駅
伝

な
ど
多
彩
な
種
目
で
活
発
な
交
流
が
行

わ
れ
、
多
い
時
に
は
年
間
二
二
〇
余
名

の
朝
鮮
選
手
が
来
日
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
朝
・
日
の
交
流
が

始
ま
る
の
は
一
九
七
一
年
、
故
山
口
久

太
氏
を
団
長
と
す
る
体
育
代
表
団
が
朝

鮮
側
の
招
待
を
受
け
て
ピ
ョ
ン
ヤ
ン
を

訪
問
し
た
と
き
か
ら
で
あ
る
。
せ
っ
か

く
盛
ん
に
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が
近

年
、
断
絶
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
は
ま

こ
と
に
残
念
な
こ
と
で
あ
る
が
、
幸
い

二
〇
一
二
年
か
ら
松
浪
健
四
郎
理
事
長

（
元
衆
院
議
員
）
を
団
長
と
す
る
日
本

体
育
大
学
チ
ー
ム
が
二
年
連
続
ピ
ョ
ン

ヤ
ン
を
訪
れ
市
民
の
大
歓
迎
を
受
け
た
。

初
め
て
朝
鮮
を
訪
れ
た
学
生
た
ち
は
日

本
の
マ
ス
コ
ミ
が
伝
え
る
朝
鮮
と
自
分

の
目
で
み
る
現
実
が
あ
ま
り
に
も
違
う

の
に
驚
く
と
と
も
に
「
朝
鮮
を
も
っ
と

知
り
た
い
」「
ま
た
行
き
た
い
」
と
率

直
な
感
想
を
の
べ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ

交
流
の
気
運
が
再
び
高
ま
っ
て
き
た
の

は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　
「
ス
ポ
ー
ツ
は
万
国
共
通
の
言
語
」
と

も
い
わ
れ
る
。
朝
・
日
間
の
相
互
理
解

を
深
め
る
た
め
に
も
ス
ポ
ー
ツ
交
流
が

速
や
か
に
回
復
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　

金
正
恩
第
一
書
記
は
人
民
生
活
の
向

上
、
経
済
建
設
と
と
も
に
ス
ポ
ー
ツ
に

お
い
て
も
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
に
到

達
す
る
べ
き
で
あ
る
と
強
調
し
た
。
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
ひ
き
続
き
国
家
的
な

力
が
向
け
ら
れ
、
二
〇
一
四
年
に
は
東

海
側
の
馬
息
嶺
に
国
際
的
な
ス
キ
ー
場
、

ピ
ョ
ン
ヤ
ン
市
内
に
大
遊
泳
場
と
郊
外

の
美
林
に
乗
馬
ク
ラ
ブ
が
新
た
に
開
か

れ
た
。
地
方
都
市
で
も
こ
れ
に
な
ら
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
建
設
が
活
発
に
進

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年

の
ソ
ウ
ル
で
の
東
ア
ジ
ア
女
子
サ
ッ

カ
ー
競
技
大
会
、
二
〇
一
四
年
の
仁
川

の
第
一
七
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会
に
も
参

加
す
る
な
ど
、
南
北
対
立
に
も
ス
ポ
ー

ツ
交
流
で
風
穴
を
開
け
る
努
力
は
続
け

ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
朝
鮮
の
ス
ポ
ー
ツ
に
と
っ

て
困
難
な
状
況
は
今
日
も
な
お
続
い
て

い
る
。
一
九
五
三
年
に
停
戦
協
定
が
結

ば
れ
た
が
、
停
戦
協
定
は
一
時
的
な

「
撃
ち
方
止
め
」
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ

と
の
緊
迫
し
た
状
態
が
続
い
て
い
る
。

一
九
五
〇
年
以
来
ア
メ
リ
カ
は
朝
鮮
に

対
す
る
経
済
制
裁
を
続
け
て
お
り
、
ス

ポ
ー
ツ
機
材
の
輸
入
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

規
制
を
受
け
て
い
る
。
朝
鮮
と
ア
メ
リ

カ
と
の
間
に
平
和
協
定
が
締
結
さ
れ
、

朝
鮮
半
島
に
お
け
る
緊
張
状
態
が
緩
和

し
平
和
が
訪
れ
れ
ば
、
朝
鮮
の
ス
ポ
ー

ツ
は
ア
ジ
ア
の
国
々
、
世
界
の
人
々
と

の
親
善
交
流
に
さ
ら
に
多
く
の
寄
与
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

（
ぺ
く　

じ
ょ
ん
お
ん
／
在
日
本
朝
鮮
人

体
育
連
合
会
元
会
長
）

15万人を収容する5月1日競技場（朝鮮通信社提供）

金日成競技場でのサッカー親善交流（右側が日本体育大学、
写真提供：日本体育大学）


